
                             国労加入で、変えよう職場と労働条件！ いつでもどこでも声かけて増やそう未来の仲間達 

 

 ２０１１年３月１１日、１４時４６

分東北地方を中心としたＭ９の地震発生。

新聞報道によれば３つの地震が連続的に起

こり、４００キロに渡り岩盤が崩壊した事

により大津波が発生したのだという。 

私が住む陸前高田市。あの風光明媚な高

田松原。過去の津波経験により出来上がっ

た強固な防波堤。その防波堤に守られてい

ると勘違いし住居を建てたわれわれ市民。

まさか津波が堤防を越すとは思わず、防災

対策の甘さにより設定された市民会館と市

民体育館という避難所。想定外の津波によ

り建物も人もすべてを失った。地盤沈下に

よってなかなか水がひけない状態の町。市

の復興が叫ばれる中、このままの状態で本

当にこの町に住む人が居るのだろうか？人

伝えでは、キャピタルホテルの前はすぐ海

との事である。なお現在の勢いでは生存者

は２０，０００人を下回る可能性もある。 

今後は大船渡市、陸前高田市、住田町の

２市１町で新たな市を造り、旧市と町は各

行政区にして奥州氏と同じ形にしなければ

ならないと思う。また各機関の庁舎は造成

をしてでも高台に建設し、防災無線もより

強固なものにしないと、地震が発生した場

合、何の情報も入らない。ちなみに今回の

津波による防災無線の最後の放送は『堤防

越えだぞ～早く逃げろ～！は、早く逃げて

下さい！・・・プ～』だった。 

亡くなられた方々のご冥福と不明者が早

く自宅に戻れる事を祈ります。 

 


